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平成 26年３月 20日 

 
各      位 
 

会  社  名    ヤマト インターナショナル株式会社 
代 表 者 名   取締役社長    盤 若  智 基 
（コード番号  ８１２７   東証 第一部） 
問 合 せ 先   執行役員 経営企画室長  安 栗  清 
ＴＥＬ       （０３）５４９３－５６２９ 

 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成 25年 10月 11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
●業績予想の修正について 
 
平成 26年８月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 25年９月１日～平成 26年２月 28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
12,900 

百万円 
800 

百万円 
840 

百万円 
470 

円 銭 
22.06 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  12,630 490 520 220 10.33 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △270 △310 △320 △250  
増  減  率 （  ％  ）  △2.1 △38.8 △38.1 △53.2  
（ご参考）前期第２四半期実績 
(平成 25 年８月期第２四半期) 12,774 770 827 447 21.02 

 
平成 26年８月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25年９月１日～平成 26年８月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
24,000 

百万円 
1,100 

百万円 
1,150 

百万円 
600 

円 銭 
28.16 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  23,800 500 550 100 4.69 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △200 △600 △600 △500  
増  減  率 （  ％  ）  △0.8 △54.5 △52.2 △83.3  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 ８ 月 期 ） 23,786 989 1,089 580 27.26 

 
平成 26年８月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 25年９月１日～平成 26年２月 28日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
12,870 

百万円 
840 

百万円 
470 

円 銭 
22.06 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  12,610 540 240 11.26 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △260 △300 △230  
増  減  率 （  ％  ）  △2.0 △35.7 △48.9  
（ご参考）前期第２四半期実績 
(平成 25 年８月期第２四半期) 12,713 832 463 21.77 

 
平成 26年８月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25年９月１日～平成 26年８月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  百万円 
23,940 

百万円 
1,150 

百万円 
600 

円 銭 
28.16 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  23,760 550 100 4.69 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  △180 △600 △500  
増  減  率 （  ％  ）  △0.8 △52.2 △83.3  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 ８ 月 期 ） 23,768 1,074 598 28.11 
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修正の理由 
 
１. 連結業績 

当第２四半期累計期間におきましては、天候不順の影響を受け、秋物及び春物衣料の販売が遅れたため、定価販売が減少し、
また、円安の影響による生産コストの上昇もあり、売上総利益率が低下いたしました。さらに、店舗の積極的なスクラップ＆
ビルドによる特別損失の計上もあり、売上高及び利益において当初の予想を下回る見込みとなりました。 
なお、通期の連結業績予想につきましても、消費増税による消費マインドの冷え込み等、国内経済の先行きは依然不透明で

あり、引き続き厳しい経営環境が予想されることから、前回の予想を下回る見込みであります。 
 

２. 個別業績 
当第２四半期累計期間及び通期の個別業績予想につきましては、連結業績と同様の状況により、前回の予想を下回る見込み

であります。 
 

* なお、配当予想の修正はありません。 
 
（注記） 
 本資料に記載されている修正予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

  
 
 

以 上 


